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上富田町の令和２年度決算に基づく
健全化判断比率および資金不足比率を公表します

『地方公共団体の財政の健全化に関する法律（地方財政健全化法）』第３条第１項および第２２条第１項の規定に

より、令和２年度決算に基づく上富田町の健全化判断比率および資金不足比率について公表します。 

１．上富田町の財政は健全なのかどうかを判断する指標があります
地方財政健全化法では、自治体を次の３つに分類します。
　　◎財政が比較的健全な自治体
　　◎早期の財政健全化が必要な自治体 （早期健全化団体。指標のどれか１つでも早期健全化基準を上回る場合）
　　◎財政の再生が必要な団体 （財政再生団体。指標のどれか１つでも財政再生基準を上回る場合）
３つに区分する判断は、以下の４つの指標でもって行います。
　　①実質赤字比率 ・・・・・・・ 一般会計等の赤字の割合。15％が早期健全化基準です。
　　②連結実質赤字比率 ・・・・・・・ 上富田町の全ての会計を合計した赤字の割合。20％が早期健全化基準です。
　　③実質公債費比率 ・・・・・・・ 上富田町の全ての会計の借金返済額と、町の加入する一部事務組合等の
　　    借金返済のうち町が負担すべき額の合計の割合。25％が早期健全化基準です。
　　④将来負担比率 ・・・・・・・ 上富田町が将来負担すべき負債の割合。350％が早期健全化基準です。
　　さらに、公営企業（水道など）については、それぞれの事業ごとに資金不足比率を計算します。
　　⑤資金不足比率 ・・・・・・・ 公営企業会計ごとの資金不足額の割合です。20%が経営健全化基準です。
　 上富田町の場合、全ての指標が早期健全化基準、経営健全化基準を下回っており、財政は比較的健全です。
　 しかし、上富田町の財政状況が厳しいことには変わりなく、今後、地方債の元利償還金が増加していくことが予想されること
から、更なる行財政改革を行うなど、未来につながる健全な財政運営に取り組んでまいります。

２．健全化判断比率について、悪化した指標もありますが、健全な状態です

①実質赤字比率　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー （赤字なし）

財政再生
団体

早期健全化
団体 健全団体

●（R1）

●（R2）

財政再生
団体

早期健全化
団体 健全団体

（R1）●

（R2）●

実質赤字がなく黒字のため「－」表示となりました。

なお、黒字は68,635千円で、1.68％となります。 

③実質公債費比率　　　　　　　　　　　　　　　　　  14.1%

３．資金不足比率について、全ての会計で健全な状態です

実質公債費比率は「14.1％」となりました。昨年度の

14.7％と比べ好転し、基準よりは下です。

20％ 15％ 赤字　黒字

30％ 25％ 0％

②連結実質赤字比率　　　　　　　　　　　　ー （赤字なし）

財政再生
団体

早期健全化
団体 健全団体

●（R1）

●（R2）

早期健全化団体 健全団体
●（R1）

●（R2）

実質連結赤字がなく黒字のため「－」表示となりました。 

なお、黒字は1,135,699千円で、27.80％となります。

④将来負担比率　　　　　　　　　　　　　　　　　  59.5%

将来負担比率は、「59.5％」となりました。昨年度の

79.0％と比べ好転し、基準よりは大きく下です。

30％ 20％ 赤字　黒字

350％ 0％

特 別 会 計 の 名 称 ⑤資金不足比率 ⑤資金不足比率

水 道 事 業

公 共 下 水 道 事 業

経営健全化
基準

－（資金不足なし）

－（資金不足なし）

－（資金不足なし）

－（資金不足なし）

20.0％

20.0％

特 別 会 計 の 名 称

農業集落排水事業

宅　地　造　成　事　業

経営健全化
基準

20.0％

20.0％

※対象となる全ての特別会計で資金不足額がないため（「黒字」の状態）、資金不足比率は「－」表示となります。 

※　全ての図で、左に行けば行くほど悪い状態です。
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問総務課　財政・管財班　☎47-0550

上富田町人権推進委員会からのお知らせ

人権啓発映画会を開催します。

上富田町人権推進委員会からのお知らせ

　和歌山県では、令和２年３月に条例を施行し、行政、県民、事業者等が一体となって、部落差別のない社会の実
現を目指して取り組んでいます。しかしながら、インターネット上に同和関係者等を忌避する書き込みなどがあ
り、県が把握した差別書き込みについてはプロバイダ等に対して削除依頼を行っていますが、削除されていない
ものもあります。
　このような状況を踏まえ、より一層、インターネットを利用した部落差別の解消を推進するため、令和２年12月
24日に、条例の一部改正を行いました。
　県では、引き続き、部落差別の解消のための教育・啓発や、県民の皆さんからの相談への対応などに取り組ん
でいます。
　県民の皆さんには、部落差別は許されないものであるという認識のもと、引き続き、部落差別の解消のための
取組をお願いします。

部落差別のない社会の実現に向けて
～11月１日から30日は同和運動推進月間です～

【同和問題（部落差別）の相談窓口】
　・（公財）和歌山県人権啓発センター
　　TEL073-421-7830　FAX073-435-5421

　・和歌山県人権政策課
　　TEL073-441-2561　FAX073-433-4540

【お問い合わせ先】
　 和歌山県人権政策課
　TEL  073-441-2563
　FAX 073-433-4540

人権啓発映画会を開催します。

作　品：万引き家族
と　き：12月7日（火）午後7時から9時頃
ところ：上富田文化会館

　
11
月
12
日
（
金
）
か
ら
25
日

（
木
）
は
、「
女
性
に
対
す
る
暴

力
を
な
く
す
運
動
」
週
間
で
あ

り
、
11
月
25
日
は
「
女
性
に
対

す
る
暴
力
撤
廃
国
際
日
」
で
も

あ
り
ま
す
。

　
暴
力
は
、
そ
の
対
象
の
性
別

や
加
害
者
、
被
害
者
の
間
柄
を

問
わ
ず
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、

配
偶
者
等
や
交
際
相
手
か
ら
の

暴
力
（
Ｄ
Ⅴ
、デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
）
は
、

時
と
し
て
犯
罪
行
為
と
も
な
る

重
大
な
人
権
侵
害
で
、
被
害
者

は
多
く
の
場
合
女
性
で
す
。

　
こ
の
運
動
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
人
権
の
擁
護
と
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
こ

れ
ら
の
暴
力
を
容
認
し
な
い
社

会
づ
く
り
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

ま
ず
は
相
談
を
！

問 

【
全
国
共
通
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ
】

　
☎
♯
８
０
０
８

　（
最
寄
り
の
相
談
窓
口
に
つ

　 

な
が
り
ま
す
。）

　 

福
祉
課
　
福
祉
班

　
　
　
　
　（
⑤
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
３

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

  

な
く
す
運
動
」
週
間

　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
熊
野
高
校
お

よ
び
町
内
会
と
の
連
携
の
も

と
、
地
域
防
災
体
制
の
充
実
強

化
と
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
左
記
の

日
程
で
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す

の
で
、
積
極
的
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
な
お
、
訓
練
時
に
は
マ

ス
ク
の
着
用
等
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　
11
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　 

午
前
9
時
～

　
　
　
　
　
　
　
午
前
11
時

※
荒
天
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
状
況
に
よ

り
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
場
所
　
県
立
熊
野
高
校

問 

総
務
課

庶
務
・
危
機
管
理
班

（
⑪
番
窓
口
）

☎
３
３
‐
７
０
９
２

防
災
訓
練
に
つ
い
て
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林
退
共
は
昭
和
57
年
に
発
足
し

た
林
業
界
で
働
く
方
の
た
め
に
国

が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の

方
々
が
、
従
事
者
の
働
い
た
日

数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済

証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ

の
従
事
者
が
林
業
界
を
や
め
た

と
き
に
林
退
共
か
ら
退
職
金
を

支
払
う
と
い
う
制
度
で
す
。

・
掛
金
は
、
税
法
上
に
つ
い
て
、

法
人
で
は
損
金
、
個
人
企
業

で
は
必
要
経
費
と
な
り
ま
す
。

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
免
除
し

ま
す
。

・
雇
用
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も

退
職
金
は
企
業
間
を
通
算
し

て
計
算
さ
れ
ま
す
。

○
事
業
主
の
皆
様
へ

・
共
済
証
紙
は
労
働
日
数
に
応
じ

て
適
正
に
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
共
済
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
従

事
者
が
、
林
業
界
を
引
退
す
る

と
き
は
、
忘
れ
ず
に
退
職
金
を

請
求
す
る
よ
う
指
導
し
て
く
だ

さ
い
。

　
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

独
立
行
政
法
人

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
１
‐
24
‐
１

☎
０
３
‐
６
７
３
１
‐
２
８
８
９

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
、

児
童
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ

て
、
障
害
の
あ
る
児
童
を
家
庭

に
お
い
て
監
護
し
て
い
る
父
ま

た
は
母
、
も
し
く
は
父
母
に
代

わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
に
対
し
て
手
当
を
支
給

す
る
制
度
で
、
児
童
の
福
祉
の

増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
障
害
の
等
級
に
応
じ
て
支
給
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
手
当
額
は
毎
年

４
月
に
消
費
者
物
価
指
数
の
変
動

率
に
応
じ
て
改
定
さ
れ
ま
す
。

●
１
級

　
児
童
１
人
に
つ
き

　
月
額
　
５
２
，
５
０
０
円

●
２
級

　
児
童
１
人
に
つ
き

　
月
額
　
３
４
，
９
７
０
円

（
令
和
３
年
４
月
現
在
）

◆
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で

　
き
る
方

　
20
歳
未
満
で
身
体
や
知
的
ま

た
は
精
神
に
中
程
度
以
上
の
障

害
、
も
し
く
は
長
期
に
わ
た
る

安
静
を
必
要
と
す
る
病
状
に
あ

る
児
童
を
監
護
し
て
い
る
父
ま

た
は
母
、
も
し
く
は
父
母
に
代

わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
で
す
。

　
申
請
後
、
認
定
さ
れ
ま
す
と
、

申
請
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
所
得
に
よ
る

支
給
制
限
が
あ
り
ま
す
。

◆
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で

　
き
な
い
方

①
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

や
対
象
と
な
る
児
童
が
日
本

国
内
に
住
ん
で
い
な
い
と
き

②
児
童
が
障
害
を
支
給
事
由
と

す
る
公
的
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
き

③
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど

（
通
園
施
設
を
除
く
）
に
入

所
し
て
い
る
と
き

　◆
申
請
に
必
要
な
書
類

 

・
受
給
者
と
児
童
の
戸
籍
謄
本

 

・
医
師
の
診
断
書

 

・
請
求
者
の
通
帳

 

・
印
鑑

 

・
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
提
出

　
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す
。

問 

福
祉
課
　
福
祉
班
　

（
⑤
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
３

　
上
富
田
町
に
住
所
を
有
す
る

方
で
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
、
ま
た
は
受
給

資
格
が
あ
る
方
に
対
し
て
、
年

金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
受
給

が
認
定
さ
れ
た
際
は
、
在
宅
重

症
心
身
障
害
児
年
金
の
申
請
も

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
制
度
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

 

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
受
給

　
資
格
が
あ
る
者

 

・
当
該
障
害
児
が
上
富
田
町
に

　
１
年
以
上
居
住
す
る
者

　
障
害
児
１
人
に
つ
き

　
月
３
，
０
０
０
円

問 

福
祉
課
　
福
祉
班
　

（
⑤
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
３

　
令
和
３
年
９
月
22
日
（
水
曜

日
）
に
、
町
内
で
１
０
０
歳
以

上
を
迎
え
ら
れ
る
方
に
、
町
長

が
訪
問
し
記
念
品
を
贈
り
、
お

祝
い
を
伝
え
ま
し
た
。

　
上
富
田
町
で
は
、
今
年
12
月

末
ま
で
に
13
名
の
方
が
１
０
０

歳
以
上
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ

ま
す
。

　
皆
様
の
ご
長
寿
を
心
か
ら
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

上
富
田
町
在
宅
重
症

心
身
障
害
児
年
金
に

つ
い
て

長
寿
の
お
祝
い

～
町
長
敬
老
訪
問
～

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）
へ
加
入
し
ま
せ
ん
か

支
給
月
額

支
給
月
額

対
象
者

今年１２月に百歳を迎えられる樫山成様、とてもお元気で、ゆったりと毎日
を過ごされているそうです。奥様もご一緒に・・・
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情
報
発
信
の
更
な
る
充
実
を
図

る
た
め
、
上
富
田
町
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公

式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
す
る
情
報
、
災
害
・
防

災
情
報
、
子
育
て
、
イ
ベ
ン
ト

な
ど
暮
ら
し
に
関
わ
る
様
々
な

情
報
を
配
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
上
富
田
町
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の
友
だ
ち
登

録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
尚
、
上
富
田
町
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ

ｏ
ｏ
ｋ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
も
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
合
わ
せ
て
登

録
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

振
興
課 

企
画
・
商
工
観
光
班

（
⑧
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
０

◆
顔
写
真
撮
影
サ
ー
ビ
ス

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

を
希
望
さ
れ
る
方
に
対
し
て
、
申

請
に
必
要
な
顔
写
真
を
撮
影
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
す
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
①
番

窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
時
来
庁
方
式
の
開
始

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け

取
り
時
に
窓
口
に
来
庁
す
る
「
交

付
時
来
庁
方
式
」
に
加
え
、
申
請

時
に
の
み
来
庁
す
る
「
申
請
時
来

庁
方
式
」
を
開
始
し
ま
す
。

◆
申
請
時
来
庁
方
式
で
の
申
請
か

　
ら
交
付
ま
で
の
流
れ

１
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
時
に
ご
本
人
が
来
庁
し
、
本

人
確
認
と
暗
証
番
号
を
設
定

２
　
後
日
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
は
、
本
人
限
定
受
取
郵
便
で

ご
自
宅
に
郵
送

◆
本
人
限
定
受
取
郵
便
と
は

　
郵
便
物
に
記
載
さ
れ
た
受
取
人

本
人
の
み
が
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
る
郵
便
物
で
す
。
郵
便
局
よ
り

案
内
が
届
き
ま
す
の
で
、
受
取
日

時
等
の
指
定
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
受
け
取
り
の
際
に
は
、

郵
便
局
で
定
め
ら
れ
た
本
人
確
認

書
類
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

　
に
必
要
な
も
の

・
申
請
書
（
お
持
ち
で
な
い
方
は

窓
口
で
発
行
い
た
し
ま
す
。）

・
本
人
確
認
書
類
（
顔
写
真
付
き

１
点
ま
た
は
顔
写
真
無
し
２

点
、
通
知
カ
ー
ド
を
紛
失
さ
れ

た
方
は
顔
写
真
付
き
１
点
＋
顔

写
真
無
し
１
点
が
必
要
で
す
。）

・
通
知
カ
ー
ド
（
回
収
し
ま
す
。

紛
失
の
場
合
は
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。）

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持

ち
の
方
の
み
。）

※
15
歳
未
満
の
方
、
成
年
被
後
見

人
の
方
は
必
ず
法
定
代
理
人
が
同

行
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
に
必
要
な
も
の
に
加
え
、

次
の
も
の
が
必
要
で
す
。

 

・
法
定
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類

 

・
代
理
権
が
確
認
で
き
る
も
の

　（
戸
籍
謄
本
等
、
同
一
世
帯
の

　
親
は
不
要
）

　
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

住
民
課
　
住
民
・
環
境
班

　
　
　
　
　
　（
①
番
窓
口
）

　
　
　
　
☎
４
７
‐
０
５
５
０

　
上
富
田
町
で
は
、
財
団
法
人

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ

普
及
広
報
事
業
「
令
和
３
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
を

受
け
、
上
富
田
町
町
内
会
連
合

会
で
、
芝
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
機
械

お
よ
び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用

機
材
等
を
購
入
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
で
購
入
し
た
芝
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
機
械
お
よ
び
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
機
材
等
は
、

今
後
、
町
内
会
活
動
の
さ
ら
な

る
発
展
の
一
助
と
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
林
退
共
は
昭
和
57
年
に
発
足
し

た
林
業
界
で
働
く
方
の
た
め
に
国

が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の

方
々
が
、
従
事
者
の
働
い
た
日

数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済

証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ

の
従
事
者
が
林
業
界
を
や
め
た

と
き
に
林
退
共
か
ら
退
職
金
を

支
払
う
と
い
う
制
度
で
す
。

・
掛
金
は
、
税
法
上
に
つ
い
て
、

法
人
で
は
損
金
、
個
人
企
業

で
は
必
要
経
費
と
な
り
ま
す
。

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
免
除
し

ま
す
。

・
雇
用
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も

退
職
金
は
企
業
間
を
通
算
し

て
計
算
さ
れ
ま
す
。

○
事
業
主
の
皆
様
へ

・
共
済
証
紙
は
労
働
日
数
に
応
じ

て
適
正
に
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
共
済
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
従

事
者
が
、
林
業
界
を
引
退
す
る

と
き
は
、
忘
れ
ず
に
退
職
金
を

請
求
す
る
よ
う
指
導
し
て
く
だ

さ
い
。

　
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

独
立
行
政
法
人

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
１
‐
24
‐
１

☎
０
３
‐
６
７
３
１
‐
２
８
８
９

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

顔
写
真
撮
影
サ
ー
ビ
ス
と

申
請
時
来
庁
方
式
を
始
め
ま
す

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
促
進
の
た
め
、
次
の
日
程
で

午
後
７
時
ま
で
時
間
外
窓
口
を

開
設
し
ま
す
。

◆
日
時
　
11
月
11
日
・
25
日

　
　
　
　
　
午
後
７
時
ま
で

◆
場
所
　
①
番
窓
口

◆
業
務
内
容

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関

　
す
る
こ
と

 

・
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

 

・
カ
ー
ド
の
申
請
サ
ポ
ー
ト

 

・
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
請

　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど 

※
住
民
票
の
異
動
に
関
す
る
業

務
や
住
民
票
・
戸
籍
等
各
種
証

明
書
の
発
行
等
は
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。

　
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
と
電
子

証
明
書
の
更
新
に
つ
い
て
は
、

ご
自
宅
に
届
い
た
通
知
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
カ
ー
ド
の
申
請
サ
ポ
ー
ト
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
左

記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

住
民
課
　
住
民
・
環
境
班

　
　
　
　
　
　（
①
番
窓
口
）

　
　
　
☎
４
７
‐
０
５
５
０

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

時
間
外
窓
口
を
開
設
し
ま
す

上
富
田
町

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

を
開
設
し
ま
し
た
！

宝
く
じ
助
成
事
業
で

備
品
を
購
入
し
ま
し
た

Facebook は
こちら

LINE の
「友だち追加」から

ID 検索するか
下記 QR コードを

スキャンしてください
ID：@kamitonda_town
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　１１月ごろから冬にかけて、様々な感染症が流行する時期となります。

　新型コロナウイルス感染症の流行により、普段からマスクの着用や手洗いなど感染予防対策を徹

底しておられると思いますが、引き続きご協力をお願いいたします。

３食バランスよく、魚や野菜、

果物、海藻類など積極的にとり

ましょう。

症状：急な発熱、悪寒、頭痛、関節痛、

        筋肉痛、下痢　など

感染経路：感染者が咳やくしゃみをした時にウイ

ルスが飛び、鼻や口から吸いこむことで感染。ま

た感染者が触った手すりなどから手にウイルスが

付着し、その手で鼻や目など触ることで粘膜から

感染します。

様々な感染症にご注意を！

流行しやすい感染症

免疫力を高めましょう

インフルエンザ

症状：繰り返される嘔吐・下痢・腹痛発熱や頭痛

感染経路：ウイルスに汚染された食品を、加熱不

十分のまま飲食したり、汚染された調理器具など

を介して感染。また、感染者の排泄物や嘔吐物に

直接触れたり、乾燥しほこりに付着したウイルス

が空気中を漂い、それを吸い込むことによって感

染します。

ノロウイルス感染症

症状：下痢(白っぽい便)、嘔吐、発熱

　　　(重症化すると・・↓)

　　　ひどい脱水、けいれんなど

感染経路：感染者の便や嘔吐物に含まれ、手指を

介して感染。

ロタウイルス胃腸炎 【子どもに多い】

バランスの良い食事 ウォーキングなど適度な運動

や質のいい睡眠をとり、免疫力

をアップさせましょう。

適度な運動と睡眠

低体温は免疫力の低下につながる

ので、入浴や湯たんぽを利用する

などして、体を温めましょう。

体を冷やさない

症状：発熱・鼻水・咳・のどの痛み

　　　(重症化すると・・↓)

　　　喘鳴(ゼイゼイという呼吸や咳)

　　　咳込み・哺乳力、量の低下

感染経路：咳やくしゃみ、会話などで感染者から

飛んだウイルスを含んだ飛沫や、直接的な接触、

汚染された手指やタオルなどを介して感染。

RSウイルス感染症 【子どもに多い】

　
風
し
ん
は
妊
婦
さ
ん
が
感
染

し
て
し
ま
う
と
、
生
ま
れ
て
く

る
赤
ち
ゃ
ん
が
先
天
性
風
し
ん

症
候
群
と
い
う
病
気
に
か
か
っ

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
町
で
は
妊
婦
さ

ん
と
子
ど
も
さ
ん
を
風
し
ん
か

ら
守
る
た
め
、
子
育
て
を
支
援

す
る
緊
急
対
策
と
し
て
、
風
し

ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
の
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〇
対
象
者

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
時
に
上
富
田

町
に
住
民
登
録
を
さ
れ
て
お

り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

　（
19
歳
以
上
50
歳
未
満
）

②
妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
配
偶
者

　（
ま
た
は
パ
ー
ト
ナ
ー
）

〇
費
用

　
町
内
の
医
療
機
関
　
無
料

（
町
外
の
医
療
機
関
で
接
種

さ
れ
た
場
合
は
償
還
払
い
と

な
り
ま
す
。）

〇
手
続
き
方
法

①
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
依
頼
券   

と
予
診
票
を
発
行

②
医
療
機
関
を
予
約

③
医
療
機
関
に
依
頼
券
と
予
診

票
を
提
出
し
接
種

〇
助
成
期
間

　
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
助
成
の
お
知
ら
せ
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

介
護
・
福
祉
の
総
合
相
談
窓
口

と
し
て
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
や

そ
の
ご
家
族
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
電

話
や
窓
口
の
ほ
か
、
自
宅
へ
も

訪
問
し
ま
す
。
費
用
は
掛
か
り

ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
令
和
３
年
11
月
よ
り
登
録

時
に
見
守
り
QR
コ
ー
ド
シ
ー

ル
を
配
布
し
ま
す
。

　
高
齢
者
安
心
サ
ポ
ー
ト
事
業

と
は
、
認
知
症
な
ど
で
徘
徊
症

状
の
あ
る
方
が
、
万
が
一
行
方

不
明
に
な
っ
た
場
合
に
関
係
協

力
機
関
の
協
力
の
も
と
早
期
に

発
見
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
備

す
る
事
業
で
す
。

　
ご
家
族
等
よ
り
事
前
に
情
報

（
住
所
・
氏
名
・
行
き
つ
け
の
場

所
・
移
動
手
段
・
緊
急
連
絡
先
・

顔
写
真
な
ど
）
を
町
に
登
録
い

た
だ
く
こ
と
で
、
万
が
一
行
方

不
明
と
な
っ
た
場
合
に
も
、
登

録
情
報
を
も
と
に
協
力
機
関
と

連
携
し
、
迅
速
に
捜
索
協
力
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
登
録
時
に

見
守
り
QR
コ
ー
ド
シ
ー
ル
を
配

布
し
、
衣
服
や
靴
な
ど
に
張
り

付
け
て
使
用
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
、
徘
徊
等
が
発
生
し

た
場
合
に
QR
コ
ー
ド
を
携
帯
電

話
で
読
み
取
る
こ
と
で
、
町
や

警
察
の
連
絡
先
が
表
示
さ
れ
、

徘
徊
さ
れ
た
方
の
保
護
や
家
族

へ
の
連
絡
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
な

え
ま
す
。

高
齢
者
安
心
サ
ポ
ー
ト
事
業
見

守
り
QR
コ
ー
ド
シ
ー
ル
に
つ
い

て
は
折
り
込
み
チ
ラ
シ
も
併
せ

て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
11
月
４
日
（
木
）

　
　
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

○
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
の
状
況
次
第

で
中
止
と
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
参
加
希
望
の
場
合
は

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問 

長
寿
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

(

⑨
番
窓
口)

☎ 

３
３
‐
７
３
４
０

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
日
程

を
変
更
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
安
心
サ
ポ
ー
ト
事
業

行
事
予
定
の
お
知
ら
せ

　令和3年11月16日～12月15日

行事名  月  日（曜） 場　　所 対　　象

2 歳児相談 11月17日(水)

上富田町
保健センター

令和元年5月・6月生まれの方

3 歳半健診 11月24日(水) 平成30年5月・6月生まれの方

4か月健診
12月8日(水)

令和3年8月生まれの方

10か月健診 令和3年1月生まれの方

育児相談 (2か月 )
12月9日(木)

令和3年10月生まれの方

育児相談 (1歳 ) 令和2年11月生まれの方

1 歳半健診 12月15日(水) 令和2年4月・5月生まれの方

　
風
し
ん
は
妊
婦
さ
ん
が
感
染

し
て
し
ま
う
と
、
生
ま
れ
て
く

る
赤
ち
ゃ
ん
が
先
天
性
風
し
ん

症
候
群
と
い
う
病
気
に
か
か
っ

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
町
で
は
妊
婦
さ

ん
と
子
ど
も
さ
ん
を
風
し
ん
か

ら
守
る
た
め
、
子
育
て
を
支
援

す
る
緊
急
対
策
と
し
て
、
風
し

ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
の
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〇
対
象
者

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
時
に
上
富
田

町
に
住
民
登
録
を
さ
れ
て
お

り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

　（
19
歳
以
上
50
歳
未
満
）

②
妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
配
偶
者

　（
ま
た
は
パ
ー
ト
ナ
ー
）

〇
費
用

　
町
内
の
医
療
機
関
　
無
料

（
町
外
の
医
療
機
関
で
接
種

さ
れ
た
場
合
は
償
還
払
い
と

な
り
ま
す
。）

〇
手
続
き
方
法

①
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
依
頼
券   

と
予
診
票
を
発
行

②
医
療
機
関
を
予
約

③
医
療
機
関
に
依
頼
券
と
予
診

票
を
提
出
し
接
種

〇
助
成
期
間

　
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

下記対象者の方は職場で受けられた検診結果の提供にご協力をお願いいたします。提

供していただいた結果に基づき、保健指導の対象となられた方は、保健師・管理栄養士

から生活習慣改善のアドバイスを受けることができます。

下記の①～③に該当する方

① 上富田町国民健康保険に加入中

②４０～７４歳　※令和4年3月31日時点の年齢

③令和3年度に特定健診や上富田町国保人間ドッ

クを受けていない

職場で健診を受けられている方へ　～健診結果の提供のお願い～
〔上富田町国民健康保険加入者対象〕

●対象
令和3年4月1日～令和4年1月３１日に受診した結果

※下記の□の項目が記載されているか確認をお願い致

します。

□身長、体重、腹囲

□血圧

□尿検査（蛋白、糖）

□血液検査

　肝機能検査…AST(GOT)、ALT(GPT)、γ-GT（γ-GTP）

　血中脂質検査…中性脂肪、HDL-コレステロール、

　LDL-コレステロール

　血糖検査…空腹時血糖またはHbA1c

□受診日、実施医療機関名、医師名

★□の検査項目に足りない箇所のある場合、保健センター

で測定できるものもありますのでお問合せください。

●提供していただくもの

上富田町保健センター

（健診結果をコピーさせていただき、原本はお返

　 しします）

※提供していただく際に既往歴、現病歴、服薬と喫

煙習慣の有無などを質問させていただきます。

　ご協力よろしくお願い致します。

●提供先

ティッシュ
5箱

プレゼント!

ティッシュ
5箱

プレゼント!

ティッシュ
5箱

プレゼント!

今
月
の
ひ
ょ
う
た
ん
カ
フ
ェ

住み慣れた地域で

暮らし続けるお手伝い

地域包括支援
センター
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今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
大
き
く
、

特
に
１
学
期
は
多
く
の
学
校
行

事
や
学
習
活
動
の
中
止
・
延
期

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
先
の
見
通
し
が
見
え
に

く
い
今
だ
か
ら
こ
そ
、
目
の
前

の
こ
と
を
一
生
懸
命
や
っ
て
、

健
康
・
安
全
で
充
実
し
た
学
校

生
活
を
送
ろ
う
と
、
児
童
・
職

員
一
丸
と
な
っ
て
諸
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
ん
な
中
で
行
っ
た
新
し
い

取
組
を
２
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
秋
季
運
動
会
」

　
昨
年
は
中
止
と
な
り
、
平
日

の
午
前
中
に
全
校
体
育
と
し
て

実
施
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
感

染
症
対
策
を
取
り
つ
つ
、
10
月

3
日
（
日
）
保
護
者
の
み
の
参

観
で
、
午
前
中
に
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
地
域
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
け
ず
残
念
で

し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
練
習

し
た
成
果
を
発
揮
し
、
徒
競
走
、

表
現
運
動
（
ダ
ン
ス
な
ど
）、
リ

レ
ー
種
目
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
お
み
や
げ
競
走
に
は
来

年
度
入
学
予
定
の
お
子
さ
ん
が

元
気
よ
く
笑
顔
で
参
加
、
運
動

会
に
花
を
そ
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
従
来
の
運
営
と
違
っ
た
点
は
、

時
短
と
分
散
と
簡
素
化
で
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
を
厳
選
し
、

午
前
開
催
と
し
ま
し
た
。
ま
た

保
護
者
用
テ
ン
ト
は
設
け
ず
、

お
子
さ
ん
の
競
技
時
の
み
、
近

く
で
参
観
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
入
退
場
門
や
ト
ラ
ッ
ク
と

観
覧
席
を
区
切
る
ロ
ー
プ
の
設

営
も
省
略
し
、
撤
収
が
短
時
間

で
行
え
ま
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
内
容
の
充
実
は
確

保
し
つ
つ
も
、
こ
う
し
た
新
し

い
形
を
今
後
も
模
索
し
な
が
ら

諸
行
事
も
行
っ
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

健
康
チ
ェ
ッ
ク
ア
プ
リ
の
導
入

　
２
学
期
よ
り
、
毎
朝
玄
関
前

で
行
っ
て
い
た
カ
ー
ド
に
よ
る

健
康
チ
ェ
ッ
ク
に
代
わ
り
、
登

校
前
、
保
護
者
の
携
帯
電
話
に

登
録
済
の
ア
プ
リ
か
ら
入
力
・

送
信
し
て
い
た
だ
く
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
ま
し
た
。
児
童
・
職

員
の
健
康
状
態
を
デ
ー
タ
で
一

括
管
理
で
き
、
登
校
の
様
子
を

じ
っ
く
り
観
察
で
き
る
な
ど
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
保
護
者
の

皆
様
の
協
力
に
大
変
感
謝
し
て

い
ま
す
。
試
験
導
入
の
後
、
使

い
勝
手
や
本
格
導
入
の
是
非
等

を
伺
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
さ
ま
回
答
し

て
い
た
だ
き
、
貴
重
な
意
見
も

頂
戴
し
ま
し
た
。
多
数
の
同
意

を
得
て
、
10
月
か
ら
本
格
導
入

と
な
り
ま
し
た
が
，
そ
こ
に
至

る
ご
家
庭
の
協
力
が
何
よ
り
あ

り
が
た
く
感
じ
ら
れ
る
取
組
と

な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
児
童
の
健
康
・
安
全

を
優
先
し
つ
つ
、
家
庭
と
し
っ

か
り
連
携
し
な
が
ら
教
育
の
充

実
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

学 学 
校校

紹紹

介介

  

『
新
し
い
試
み
』岩田

小
学
校

　上富田文化会館ロビーでは、11月16日（火）より当館で開催される展覧会「第７回Art ㏌ 和歌山　魂のであ

うところ」の一部作品を先行展示しています。

　本展覧会は、11月20日（土）に当館文化ホールにて開催する「第15回和歌山県福祉事業団福祉セミナー」の

タイアップ企画として、障害の有無を超えた自由で独自な表現との出会いの場となるよう企画された展覧会

です。是非ご覧ください。

ロビー展の展示期間：12月28日（火）まで

　　　　　　　　　午前8時30分～午後5時15分まで（平日）

場所　上富田文化会館　１階ロビー

第7回Art in 和歌山　魂のであうところ
展示期間：11月16日（火）～21日（日）

　　　　  午前9時00分～午後5時00分まで

場所　上富田文化会館　１階ロビー、２階小ホール

ロビー展と「第7回Art in 和歌山　魂のであうところ」開催案内ロビー展と「第7回Art in 和歌山　魂のであうところ」開催案内

問 教育委員会事務局　☎47-5930

ロビー展
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道
の
上
で
オ
ル
ゴ
ー
ル
を
回
す

ペ
ダ
ル
を
回
し
た
だ
け
な
の
に

チ
リ
チ
リ
鳴
く
ペ
ダ
ル

リ
ン
リ
ン
鳴
く
ベ
ル

こ
れ
は
乗
り
物
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

誰
も
聞
け
な
い
路
上
ラ
イ
ブ

自
転
車
を
こ
い
で
る
だ
け
な
の
に

『
乗
り
物
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
』

　
　
　

上
富
田
中
学
校　
　

1
年 

吉
岡　

伽
矩

一
心
に
栗
剥
く
母
娘
無
言
に
て

絵
筆
置
き
画
集
開
け
ば
秋
の
声

殻
青
き
無
患
子
を
掌
に
森
を
聞
く

古
座
街
道
マ
タ
タ
ビ
求
め
カ
ラ
ー
シ
ャ
ツ

ひ
と
握
り
と
れ
て
事
足
る
む
か
ご
飯

宮
本
　
操

田
浦
　
陽
子

松
本
武
千
代

木
村
　
圀
夫

畠
山
須
美
子

秋
の
陽
に
打
ち
明
け
話
し
の
如
深
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
さ
し
き
色
に
臭
木
の
花
は

稲
田
　
和
代

ひ
ぐ
ら
し
の
声
を
聞
き
つ
つ
梅
を
干
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
か
に
暮
れ
る
た
そ
が
れ
の
空

山
口
さ
と
江

お
月
見
の
供
え
の
ぶ
ど
う
分
け
あ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
食
べ
て
た
子
ら
は
皆
親
に
な
り

稗
田
　
満
代

（
投
稿
歓
迎
）

富
田
川
歌
壇

（
投
稿
歓
迎
）

図書館よりお知らせ

上富田町立図書館 ☎ ４７-１７９０問

今月のベストテン

　料理家、文筆家、絵本

作家など、広い分野で

活躍している高山なお

みさんのレシピ本で

す。自炊のための簡単

に作れるレシピが多数紹介されています。エッ

セイのように読んだり、写真集のように眺めた

り、もちろん料理を作ってみたり。一つの枠にと

らわれない自由で楽しい一冊です。

1.

2.

　

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

透明な螺旋

九十八歳。戦いやまず日は暮れず

ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー　２

老いの福袋

さよならも言えないうちに

月曜日の抹茶カフェ

硝子の塔の殺人

みとりねこ

５２ヘルツのクジラたち

「やせたい」なんてひと言もいってないのにやせた1分ねじれ筋のばし

東野　圭吾

佐藤　愛子

ブレイディ　みかこ

樋口　恵子

川口　俊和

青山　美智子

知念　美希人

有川　ひろ

町田　そのこ

今村　匡子

文藝春秋

小学館

新潮社

中央公論新社

サンマーク出版

宝島社

実業之日本社

講談社

中央公論新社

サンマーク出版

『自炊。何にしようか』

高山　なおみ/著
朝日新聞出版

-8-



問･申込 岩田公民館　☎47-2020

問･申込 市ノ瀬公民館（月・水・金）　 ☎48-0366問 朝来公民館　☎47-0545

市ノ瀬公民館朝来公民館

岩田公民館

◆日時　　11月21日（日）午前8時30分～午後4時

◆場所　　 市ノ瀬農村環境改善センター

※新型コロナウイルスの感染状況により、中止

　もしくは延期になる場合がございます。

11月25日（木）

午前9時　(岩田公民館前)

午後5時頃　公民館着

南紀熊野ジオパークセンター(串本町潮岬)

高池の虫喰岩(古座川町)・牡丹岩・古

座川の一枚岩

ジオパークセンターの職員の方と南紀熊野ジ

オパークガイドの会の方より案内あり（予定）

12名（先着順）

300円（当日集金･保険代等）

弁当、飲み物

岩田・岡地区在住の方

　　11月10日（水）～24日（水）

岩田・岡地区以外の町内の方

　　11月17日（水）～24日（水）

いずれも平日、午前８時３０分～午後４時１５分

電話または直接岩田公民館にお申し込みください。

岩田・岡地区在住の方

　　11月5日（金）～19日（金）

岩田・岡地区以外の町内の方

　　11月12日（金）～19日（金）

いずれも平日、午前８時３０分～午後４時１５分

電話または直接岩田公民館にお申し込みください。

第52回　盆栽展、寒蘭展史跡・文化財めぐり

「古道歩き」 （那智駅～熊野那智大社）

ジオパークめぐり　参加者募集

12月3日（金）午前10時～12時

岩田公民館　調理室

1,200円（当日集金）

16名

エプロン・三角巾・マスク※持ち帰り

容器はこちらで用意します

ラ・バンビーナ　長谷川　昭次 先生

前菜（３品）・ポテト グラタン・チキンの

バルサミコ酢あさりのスパゲティ トマ

トソース

※料理は持ち帰りとします。

新型コロナウイルス感染拡大防止の

ため、検温をし、マスクを着用してご

参加ください。また、状況により延期に

なる場合があります。

◆日　時　

◆場　所　　　　

◆参加費

◆定　員

◆準備物

◆講　師

◆メニュー

◆その他

◆募集期間・方法

12月5日（日）　午前8時～午後6時　(予定)

和歌山市加太　友ヶ島（予定）

3,000円(移動費・昼食代・保険料等

含む)

30名（先着順）

11月5日（金）から

参加費を添えて朝来公民館へお申

し込みください。

(木・日曜日を除く午前9時00分～

午後4時00分)

◆日　　時

◆行 き 先 

◆参 加 費

◆募集人数

◆申込開始日

◆申込方法等

◆日　時　

◆集　合

◆帰　着

◆見学場所　　　

　

◆定　員

◆参加費

◆準備物

◆募集期間・方法

11月28日（日）午前8時

（市ノ瀬公民館発）

500円（当日集金）

13名（先着順）

1　　　　　　11月1日（月）から

弁当・補助食・飲み物・ゴミ袋・履きな

れた靴・帽子・雨具等を持参ください。

小雨決行。帰りのコースはバスを回送します。

◆日　時　

◆参加費

◆定　員

◆申し込み開始日

◆その他

おもてなし イタリアン参加者募集
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上
富
田
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
協
会
主
催
の
第
24
回
町
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
ご

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
日
時

　
11
月
16
日
（
火
）

　
午
前
８
時
30
分

◆
場
所

　
岩
田
河
川
公
園

◆
参
加
費

　
無
料

◆
申
し
込
み

　
当
日
会
場
に
て
受
付

問 

上
富
田
町
体
育
協
会
事
務
局

（
教
育
委
員
会
事
務
局
内
）

☎ 

４
７
‐
５
９
３
０

　
令
和
４
年
２
月
に
開
催
を
予

定
し
て
お
り
ま
し
た
「
第
26
回

紀
州
口
熊
野
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
大
会

に
関
わ
る
す
べ
て
の
方
々
の
安

全
・
安
心
の
確
保
が
困
難
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
延
期
す
る
こ
と
を
決
定
い

た
し
ま
し
た
。

　
ラ
ン
ナ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
、
沿
道
の
応
援
の
皆

様
の
安
全
を
第
一
に
考
え
て
の

苦
渋
の
決
断
に
至
り
ま
し
た
こ

と
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
次
年
度
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開

催
に
向
け
て
、
参
加
者
が
各
々

の
地
域
か
ら
参
加
で
き
る
オ
ン

ラ
イ
ン
大
会
の
実
施
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
紀
州
口
熊
野
マ

ラ
ソ
ン
大
会
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問 

紀
州
口
熊
野
マ
ラ
ソ
ン

実
行
委
員
会
（
振
興
課
内
）

　
☎
３
４
‐
２
３
７
０

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

朝
来
公
民
館

◆
日
時

　
11
月
21
日
（
日
）

　
午
前
８
時
30
分
受
付
開
始

　
午
前
９
時
競
技
開
始

　（
雨
天
中
止
）

◆
場
所

　
上
富
田
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　（
野
球
場
横
）

◆
参
加
費
　
　
無
料

◆
申
し
込
み
　
当
日
会
場

◆
そ
の
他

　
道
具
は
公
民
館
で
用
意
し
て

い
ま
す

　
当
日
の
朝
に
検
温
を
実
施
し

て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
会
場
で

報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す

問 

教
育
委
員
会

☎ 

４
７
‐
５
９
３
０

　 

朝
来
公
民
館

☎ 

４
７
‐
０
５
４
５

（
木
・
日
曜
日
除
く
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

3

第
26
回
紀
州
口
熊
野

　
　

マ
ラ
ソ
ン
大
会
の

延
期
に
つ
い
て

紀
州
口
熊
野
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の

代
替
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
つ
い
て

　
文
化
庁
は
、
毎
年
11
月
３
日

の
文
化
の
日
を
中
心
に
、
11
月

１
日
か
ら
１
週
間
を
文
化
財
保

護
強
調
週
間
と
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
年
で
68
回
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
国
民
の
文
化

財
に
対
す
る
関
心
と
、
愛
護
精

神
を
高
め
る
こ
と
を
期
待
し
て

の
取
り
組
み
で
す
。
11
月
３
日

を
中
心
と
し
た
１
週
間
に
設
定

し
た
理
由
は
、
昭
和
24
年
１
月

26
日
に
焼
失
し
た
法
隆
寺
金
堂

の
復
元
修
理
が
完
成
し
、
そ
の

落
慶
式
が
挙
行
さ
れ
た
昭
和
29

年
11
月
３
日
を
記
念
し
て
の
こ

と
で
す
。

　
上
富
田
町
に
も
多
く
の
文
化

財
が
あ
り
ま
す
。
国
指
定
文
化

財
と
し
て
は
、
熊
野
参
詣
道
中

辺
路
の
「
八
上
王
子
跡
」、「
稲

葉
根
王
子
跡
」、『
南
方
曼
陀
羅

の
風
景
地
』
と
し
て
「
八
上
神

社
」、「
田
中
神
社
」
が
あ
り
ま

す
。（
平
成
27
年
指
定
）
八
上
王

子
跡
、
稲
葉
根
王
子
跡
は
、
世

界
遺
産
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
文
化
財
を
大
切
に
し

ま
し
ょ
う
。

問 

教
育
委
員
会
　

☎ 

４
７
‐
５
９
３
０

第
24
回
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
開
催
の
ご
案
内

  

チ
ケ
ッ
ト
残
り
わ
ず
か
！

日
時
　
11
月
27
日
（
土
）

開
場
　
午
後
３
時
30
分

開
演
　
午
後
４
時

チ
ケ
ッ
ト
料
金

　
一
般
２
，
５
０
０
円

　
高
校
生
以
下
１
，
５
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
発
売
所

　
上
富
田
文
化
会
館

＊
当
日
券
は
５
０
０
円
増

＊
全
席
指
定

＊
チ
ケ
ッ
ト
購
入
枚
数

　
１
人
５
枚
ま
で

＊
未
就
学
児
の
同
伴
・
入
場
　

　
は
で
き
ま
せ
ん
。

＊
前
売
券
完
売
の
場
合
、
当
　

　
日
券
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問 
上
富
田
文
化
会
館

（
教
育
委
員
会
事
務
局
内
）

☎ 

４
７
‐
５
９
３
０

　
宝
く
じ
の
助
成
に
よ
り
、
特

別
料
金
に
な
っ
て
い
ま
す
。

宝
く
じ
文
化
公
演

「
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
５

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
」

11
月
の
第
１
週
は
『
文
化

財
保
護
強
調
週
間
』
で
す
！
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  上富田町の文化財 ⑳

みなさんは「庚
こうしん

申さん」という言葉を聞いたことが

あるでしょうか。いつの頃からか生活の中では全く聞

かれなくなりましたが、昔は多くの人が参加した民間

信仰でした。町内にも道端などにお地蔵さんのように

多くの庚申塔が建てられていることからも、盛んに信

仰されていたことが分かります。

石像を注意して見ますと、青
しょうめんこんごう

面金剛（手が6本あ

ります）が彫られています。また、その下に三猿（見ざ

る・聞かざる・言わざる）が彫られているものもあり、

他の石像とすぐ区別がつ

きます。町内には、岩崎

1、朝来4、生馬9、岩田6、

岡3、市ノ瀬12の計35か所

で庚申塔が確認されてい

ます。（上富田文化財19集

「上富田町域内の庚申塔

と庚申講」より）

町内で記念銘のある一

番古い庚申塔は、市ノ瀬下ノ岡の道路沿いにある庚申さ

んで「寛延四正月日」と書かれており、1751年になりま

す。（上富田文化財25集「上富田町の庚申さん」より）

ちなみに「上富田町の庚申さん」の原稿を書かれた

のは朝来の故堀
ほり

 敏
とし

実
み

さんで、上富田文化の会の会員

でした。町内のみならず各地の庚申さんを調べて回っ

た庚申研究で有名な方で、本文に次のようなことも書

かれています。

岩田公民館では岡地

区在住の松場映子さんに

よる「ちりめん細工作品

展」を開催しています。

ちりめんは、絹やポリ

エステルを主な材料としています。春は桜やひな祭

り、端午の節句の作品に始まり、夏は金魚や紫陽

花、蓮の花、秋はコスモスや柿、お月見など、そして

冬は正月用の吊るし飾りなどがバランスよく飾られ、

四季折々の風情ある作品が展示されています。

特に目を引くのは、大賀ハスの実の空洞に、とて

も小さなうさぎがかくれんぼをしている、ほのぼのと

した作品です。また、ひな人形に添えられた重箱に

入ったご馳走の細かさには驚きます。

松場さんにお尋ねすると「時には京都に出向き、

「熊野と呼ばれる地域を中心に庚申さんばかり見て

歩いています。御利益はありますか？とよく人に問われ

るけど、特にないような気がします。…こういう作業を

細 と々やっているうちに、庚申さんを見たら、だいたい

の建立時期が怪しいながらわかるような気がしてきま

した。まあ、庚申さんの御利益といえるのはこれぐらい

の事でしょうか。」

何か愉快な話ですね。堀さんの人柄が感じられます。

さて、本題に戻り庚申信仰を簡単に紹介しますと、

庚申の日(※)にみんなが一軒の家に集まって食事をし

たり、話をしたりして一晩明かすのだそうです。その日

は眠ってはいけないのです。

三
さん

尸
し

説（信仰）では、人間の身体の中に三尸という

三匹の虫がいて、庚申の夜、人が寝ている間に体内か

ら抜け出し、天の神にその人の犯した悪いこと（悪行）

を告げ口し、その人の寿命を削るというのです。（人が

死ねば三匹の虫は自由になれる）しかし、庚申の日に身

をつつしんで徹夜をすれば、三尸は天に昇ることがで

きずに長生きできるといい、その徹夜を「守庚申」と名

付けたそうです。ほかにも庚申の日には、夫婦は同席し

てはいけない、寝食を共にしてはいけないなどがありま

した。（参考『庚申信仰』窪
くぼ

 徳
のりただ

忠）

皆さんも近くの庚申塔を探してみてはどうですか。

（※）昔は十
じっかん

干（甲乙丙…）と十二支（子丑寅…）とを組み合

　　  わせて年月日を表した。60通りあって庚
かのえさる

申は57番目になる。

　　　庚申の日は60日に１回、つまり2か月に1回巡ってくること

　　　になり、次は11月8日（月）になります。

そこで選んだ材料を好んで使っています。自分で考

え、イメージして作りますが、時々本なども参考にし

ます。作る時も楽しいですが、仕上がった時が一番

嬉しいです。」と笑顔で答えてくれました。

見る人の目を楽しませ、細かく丁寧に仕上げられた

可愛い作品や、生活に彩を添えてくれる作品を多く

の方にご覧頂ければ幸いです。

展　示　風　景

　　期　間      ～12月24日（金）まで

　　　　　　　午前8時30分～午後4時　（平日）

　　場　所　　岩田公民館 展示スペース

「庚申さん」のこと

岩田公民館

松場 映子氏による ちりめん細工作品展

 下ノ岡にある庚申塔（市ノ瀬）
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『上富田町郷土資料館』の紹介 ⑪

　　　　俵は　　ごろごろ

　　　　お倉に　どっさりこ

　　　　お米は　ざっくりこで

　　　　ちゅうちゅう鼠は　にっこりこ

　　　　……

　これは、野口雨情作詩の童謡「俵はごろごろ」の歌

詞の一部です。　　　　　

　今回は、館内１階「米作りコーナー」に展示している

『俵』を紹介します。

　俵は、わら（お米をとった後の稲）などを編んで作

ります。俵は主に運搬用の容器として使われ、平安時

代からあったそうです。

　米俵、炭俵、塩俵など入れる物によって呼び方が変

わります。米俵が最も一般的ではないでしょうか。

　今は、紙袋やビニール系の袋になっています。

問 上富田町教育委員会事務局　☎４７－５９３０

今年6月の頃、外国人の友達と、

日本に住んで様々ないいことや大

変な経験について話した。その中

で、友達が大変なことを乗り越え

るために「期待を管理する」という

ことを話した。そういう表現がな

ぜか目立った。その話を聞いて１週間過ぎても、私は

「期待を管理する」ということを繰り返して考えた。                                                 

ただ、そういうことを初めて聞いたわけではなく、日

本に2年間も住んでいるので、何となく分かってきた。

管理とは、期待を仕分けることの「仕方がない」「是

非もない」などと同じ？で、何回も聞いたことがある。

ある程度「仕方がない」ということが日本文化の基礎

となるらしい。

しかし「期待を管理する」と考えれば考えるほど、

過去2年間の経験をまとめるのは無理だろうと思う。

一方、上富田町のことだけではなく、人生を楽しむに

は「期待を管理する」ことが重要だろうと悟った。

2019年8月に初めて日本に来た時、様々なやりたい

ことがあった。日本を旅行するだけではなく、アジア

の周辺も訪ねる予定があった。韓国、台湾、ベトナム

などの近くに住んでいる限り、旅行する機会がどんど

ん出てくると予想し、日本の過ごし方を前もって計画

していた。

しかし、新型コロナウイルス感染拡大が始まってか

ら、そういう予定は無理になった。日本の各地を訪ね

ることも微妙だった。そしてアメリカに帰る方法もな

かった。言うまでもなく私はがっかりした。「上富田か

ら出かけられなくて悔しい」とグチった。

でも、数ヵ月にわたって自粛生活を送ると、考え方

が変わってきた。自転車に乗り、行き先を考えず町内

を回った。そのことで、前より上富田町のことに興味

を持ってきた。生馬橋から見える山の景色が美しい。

緑から黄金色

に変わる田ん

ぼの景色も好

きになった。

また、彦五郎

公園のトリム

コースを散歩

する人たちが分

かるようになった。少なくとも、上富田町を回っている

と「こんにちは」と呼びかけてくれる人がいた。海外旅

行の予定と比べると、これも良いと思ってきた。

もし新型コロナウイルス感染拡大がなかったら、日

本と海外旅行にはまって上富田町に親しむ経験もな

かったと思う。不幸中の幸いだったかも知れない。住

んでいるところに親しめることは「いいじゃないか」と

思った。果たせなかった「期待」より、この経験が良

かった。

日本の生活に対する「期待」を手放してから、上富田

町のことをもっと楽しめるようになった。上富田町の人

にもっと親しめるようになった。上富田町のおかげで

「期待」を「管理」することによって乗り越えてきたと

思う。

ALT ( 外国語指導助手 )　フィリピン・トーマス

「期待を管理する」

〈生きがいを求めて　〉207

彦五郎公園からの景色
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上
富
田
町
で
は
、
一
般
事
務

補
助
や
資
格
免
許
職
、
用
務
員

等
と
し
て
働
く
会
計
年
度
任
用

職
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
会
計
年
度
任
用

職
員
（
障
が
い
者
対
象
）
の
登

録
者
を
募
集
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

●
申
込
期
間

　
随
時
。
申
請
書
を
提
出
し
た

月
を
１
か
月
目
と
し
て
、
12
か

月
間
有
効
で
す
。
登
録
を
延
長

し
た
い
場
合
は
、
申
請
書
を
再

度
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
要
件

　
障
が
い
者
の
雇
用
の
促
進
等

に
関
す
る
法
律
に
定
め
る
障
が

い
者
で
あ
る
こ
と
。

●
申
込
か
ら
採
用
ま
で

・
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
障
が
い
者
で
あ
る
こ
と

を
証
す
る
書
面
等
（
身
体
障

害
者
手
帳
等
）
の
コ
ピ
ー
を

添
え
て
、
総
務
課
庶
務
・
危

機
管
理
班
ま
で
持
参
ま
た
は

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

・
申
請
書
は
、
総
務
課
庶
務
・

危
機
管
理
班
に
備
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
上
富
田
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
会
計
年
度
任

用
職
員
登
録
制
度
の
ご
案
内
」

の
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
各
課
で
会
計
年
度
任
用
職
員

が
必
要
と
な
っ
た
際
、
担
当

課
で
申
請
内
容
を
確
認
し
、

面
接
等
の
案
内
を
し
ま
す
。

・
ご
登
録
い
た
だ
い
て
も
、
必

ず
採
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

・
提
出
書
類
は
役
場
内
で
厳
重

に
管
理
し
、
採
用
の
目
的
以

外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

問 

総
務
課
庶
務
・
危
機
管
理
班

　
☎
３
３
‐
７
０
９
２

◆
税
目
　
　

　
国
民
健
康
保
険
税
（
第
５
期
）

◆
納
期
限
　

　
11
月
30
日
（
火
）

※
納
期
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
確

認
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、

督
促
手
数
料
お
よ
び
延
滞

金
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

問 

税
務
課
　
収
納
班

　
　
　
　
　
　
　（
⑥
番
窓
口
）

　
　
☎
３
４
‐
２
３
７
１

問和歌山県警察本部警察広報県民課　　代表 ☎ 073-423-0110

　警察では、犯罪被害による精神的・経済的な負担を軽減するために、給付金の支給や医療費の公費

負担等を行っています。

◎犯罪被害給付制度

　故意の犯罪行為により不慮の死亡、重傷病または障がいの被害を受けながら、損害賠償等を得られ

ない被害者またはご遺族に、国が給付金を支給する制度

◎カウンセリング支援

　不安等を抱える被害者やご家族に、専門家によるカウンセリングの費用を公費で負担

◎性犯罪被害者への支援

　性感染症等の医療費を公費で負担

警察の犯罪被害者支援施策のご案内

今
月
の
納
税

会
計
年
度
任
用
職
員

（
障
が
い
者
対
象
）

登
録
者
を
募
集
し
ま
す
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こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
火
災

予
防
の
意
識
を
高
め
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
火
災
の
発
生
を
予

防
し
、
尊
い
生
命
と
貴
重
な
財

産
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

①
防
火
パ
レ
ー
ド
の
実
施

　
は
る
か
ぜ
保
育
所
、
な
の
は

な
保
育
所
、
岩
田
幼
稚
園
の
園

児
ら
が
近
隣
の
方
々
に
火
の
用

心
を
呼
び
掛
け
る
た
め
、
防
火

パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
ま
す
。

②
防
火
対
象
物
の
立
入
検
査

　
町
内
に
あ
る
事
業
所
に
消
防

職
員
が
立
ち
入
り
、
消
防
用
設
備

等
の
管
理
お
よ
び
防
火
管
理
の

状
況
等
に
つ
い
て
検
査
し
ま
す
。

※
各
行
事
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
状
況

等
に
よ
り
、
中
止
ま
た
は
延
期

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
平

成
23
年
６
月
に
す
べ
て
の
住
宅

に
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
、
今

年
で
10
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
機
器
本
体
の
交
換
時
期
は
概

ね
10
年
と
さ
れ
て
お
り
、
電
池

切
れ
や
機
器
の
異
常
等
が
出
て

く
る
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
ご
自
宅
に
設
置
さ
れ
て
い
る

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検
を

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
不

具
合
が
あ
る
場
合
は
速
や
か
に

交
換
し
、
適
切
な
維
持
管
理
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
点
検
の
方
法

　
本
体
の
「
ボ
タ
ン
」
を
押
す
。

（
紐
を
引
く
も
の
も
あ
る
。）

　
正
常
な
場
合
、
警
報
音
や
音
声

が
鳴
り
、
自
動
的
に
停
止
し
ま
す
。

　
ボ
タ
ン
を
押
し
て
も
警
報
音

等
が
鳴
ら
な
い
場
合
は
、「
電

池
切
れ
」
か
「
機
器
本
体
の
故

障
」
で
す
。

お
誕
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

上
富
田
町
届
出
（
9
月
分
）

　
職
業
に
つ
い
て
相
談
し
た
い

方
、
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　

　
11
月
11
日
（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◆
場
所
　

　
大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局
企
画
産
業
課

☎
２
６
‐
７
９
４
７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　「
生
活
の
こ
と
」「
仕
事
の
こ

と
」
に
つ
い
て
、
お
悩
み
の
方
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　

　
11
月
16
日
（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◆
場
所
　

　
大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局

総
務
健
康
安
全
課

☎
２
６
‐
７
９
３
１

生
活
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

生

馬
岡

み
な
べ
町

岩

田

南
紀
の
台

市
ノ
瀬

生

馬

朝

来

栗
栖
小
惠
子

平
野
　
　
宏

石
垣
日
出
男

稲
垣
　
吉
信

木
本
　
裕
美

中
松
　
　
健

川
脇
　
亀
壽

澤
田
　
　
伸

88
歳

98
歳

81
歳

88
歳

40
歳

92
歳

99
歳

77
歳

（
駿
・
果
純
）

（
貴
大
・
秋
桜
美
）

（
亮
・
香
奈
）　

（
晃
大
・
喜
子
）

（
裕
亮
・
優
舞
）

（
健
太
郎
・
由
香
里
）

（
優
一
・
佳
奈
）

（
直
紀
・
惟
）

（
明
拓
・
真
衣
）

（
大
作
・
紋
加
）

朝

来
岡

市
ノ
瀬

岡
上
富
田
町

南
紀
の
台

岩

田

岩

田

南
紀
の
台

岡

桐き
り
も
と本

　
　
澪み

お

山や
ま
だ田

　
実み

く玖

鈴す
ず
き木

　
　
心

こ
こ
ろ

寺て
ら
も
と本

　
由ゆ

ず
き季

村む
ら
か
み上

　
叶か

ぐ
も雲

沖お
き
み見

　
太た

い
が賀

仲な
か

　
莉り

お

な
緒
菜

山や
ま
だ田

　
律り

つ
き月

小こ
い
で出

　
　
和

な
ご
み

椿つ
ば
き
や
ま山

　
蒼そ

ら空

※
緊
急
時
（
火
事
・
救
急
・

救
助
）
は
、
局
番
な
し
の

１
１
９
番
へ

●
救
急
車
を
呼
ぶ
か
ど
う
か
の

判
断
に
迷
っ
た
と
き
は
、
局
番

な
し
の
「
♯
７
１
１
９
」
番
へ

つ
な
が
ら
な
い
場
合
は

　
田
辺
市
消
防
本
部

　
　
２
２
‐
０
１
１
９
番
へ

巡
回
職
業
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

秋

の

火

災

予

防

運

動

全
国
統
一
標
語
『
お
う
ち
時
間
　
家
族
で
点
検
　
火
の
始
末
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１１
月
９
日
（
火
）
～
１５
日
（
月
）

上
富
田
消
防
分
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

火
災
予
防
運
動
の
主
な
行
事

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て

上富田町の人口と世帯数
令和3年 9月末現在

前月比
総 数 15,669 人 +23

男 性 7,491 人 +10

女 性 8,178 人 +13

世帯数 7,346 世帯 +10
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上富田町飲食・宿泊・サービス業等事業者支援金上富田町飲食・宿泊・サービス業等事業者支援金
新型コロナウイルス感染症の影響を受け、その事業活動に著しい支障を生じている事業者に対し
て、事業の継続を支え、雇用の維持を図るための支援金を交付します。
※この支援金は、和歌山県の「飲食・宿泊・サービス業等支援金（第Ⅱ期）」ではありません。

町内に住民登録（令和3年10月1日現在）がある個人事業者、ま
たは町内に本店等（支社・営業所）を有する法人で飲食・宿泊・サ
ービス業等（一部製造業を含む。）を営んでいること。

　※事業による事業収入(売上)を得ている個人または法人
　※上富田町に法人税を納付している事業所

交付対象者

（１）令和３年７月から９月までのいずれか１か月の売上金額が前年同月ま
たは前々年同月に比して10パーセント以上減少していること。

（２）売上高の比較に使用した年の７月から９月までの３か月の当該売上高
の合計が15万円以上であること

（３）申請日時点で事業を行っており、今後も事業を継続する意思を有して
いること。

　　　※詳細は、町ホームページまたは下記のお問い合わせ先までご連絡ください。

交付条件

　申請書などは上富田町役場振興課（⑧番窓口）または、上富田町役場
ホームページで取得できます。

申請書類

上富田町役場　振興課　企画・商工観光班（⑧番窓口）
〒６４９－２１９２　和歌山県西牟婁郡上富田町朝来７６３
電話：０７３９－３４－２３７０　　ＦＡＸ：０７３９－４７－４００５

問い合わせ

申請期間 令和３年 １１月１日（月）～ 令和４年 1月３１日（月）

交付金額
１事業者　１５万円～６０万円
※従業員の人数によって変動します。
※１事業者１回限り

（１）郵送で申請する場合
　   申請書および添付書類を下記の問い合わせ先まで郵送してください。
（２）窓口で申請する場合
　   申請書および添付書類を持参の上、⑧番窓口までお越しください。

申請方法


